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（2）運搬設備

　手取川橋梁トラス部のP2

〜P6間に位置する河川上で

はクレーン等により部材を

直接設置することができな

いことと、右岸から左岸ま

での施工区間長が長いこと

から施工方法について検討

した結果、張出し足場内に

材料運搬設備を設置するこ

ととした（図－13）。

　今回の施工では、足場内

の比較的狭隘な空間で重量

物運搬を行う必要があったことと、運搬設備自体も人力

で設置・解体ができ、輸送作業も効率よく簡易にできるこ

とを条件にして考案した結果、倉庫の扉等に用いられて

いるハンガーレール設備と、ローラーコンベアを反転使い

にした運搬台車設備をそれぞれ使用して材料運搬を行う

こととした。

（3）施工手順

　施工手順として、まず河川高水敷に材料荷揚げ用のラ

フタークレーンを据付け、張出し足場内への材料の取り込

みを行うこととした（写真－11）。次に足場板上のレール

走行を可能とした運搬台車設備を利用し、下部支持ブラ

ケットを所定位置まで運搬後取り付けた（写真－12、13）。

　次に□100角鋼管による軌条設備を先に取り付けた下

部支持ブラケット上に設置後、更に高耐力の運搬台車設

備を用いて下部受梁を所定位置まで運搬した。その後、

吊上げ降下設備を設置し、下部受梁の両支点を吊り上

げ、運搬設備及び軌条設備を撤去した後に受梁を吊り下

げ降下させて所定の位置に設置した（写真－14、15）。

　最後に張出し足場内上部に設置したハンガーレール及

び走行ローラー（ベアリング）と軽量チェーンブロック

を使用して、上部受梁及びFRP製防風柵パネルを吊り込

み、所定位置へ橋軸方向に運搬輸送し、順次設置するこ

ととした（図－14、写真－16、17）。
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最後に張出し足場内上部に設置したハンガーレール及
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使用して、上部受梁及びFRP製防風柵パネルを吊り込み、
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た（図－１３，写真－１６，１７）。 

 

 

写真－１１ 材料荷揚げ 

受梁運搬台車

□100角鋼管上に設置

ハンガーレール

材料運搬台車

足場板上に単管ﾚｰﾙ設置

頂部水平材に設置

図－１２ 足場内運搬設備 

 

写真－１２ 台車運搬状況（ブラケット） 

 

写真－１３ ブラケット設置 

 

写真－１４ 台車運搬状況（下部受梁） 

 

写真－１５ 受梁降下設備 

図−13　足場内運搬設備

写真－11　材料荷揚げ

写真－14　台車運搬状況（下部受梁）

写真－15　受梁降下設備

写真－12　台車運搬状況（ブラケット）

写真－13　ブラケット設置
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6．受梁現場溶接

　本工事では、支持材（ブラケット）設置支間長の制限

より、約18mを超える部材の現地への運搬輸送が不可能

であったため、受梁の現場溶接継手を行った。

　このとき、現場溶接継手の仕口調整と溶接作業の拘束

を行うため、あらかじめ製作工場でエレクションピース

を設置した。

　また受梁断面の構造上、全周溶接を行う必要があった

が、現場溶接における施工性と品質性を配慮して、常時

溶接姿勢を下向き一定にするよう、受梁を反転させるた

めの吊金具を受梁Web外面に製作工場で設置することと

した。

　連結後の受梁は、最大部材長で約40m以上のものもあ

ったため、受梁の横倒れ座屈の防止も考慮して、現場で

の反転作業はクレーンの主フックと・補助フックをそれ

ぞれ用いて、2台の相吊りにて行った（図－15、写真－

18）。

7．おわりに

　本工事の構造設計・施工を進めるにあたりご指導頂き

ましたJR西日本金沢土木技術センター及び、ジェイア

ール西日本コンサルタンツ土木設計本部の皆様ならび

に、工事にご協力して頂きました大鉄工業防風柵作業所

の方々に深く感謝し、誌面を借りて心よりお礼申し上げ

ます。
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写真－１６ ハンガーレール設備 

写真－１７ FRP製防風柵設置 
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図－１３ FRP製防風柵吊り方要領 
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図－１４ 受梁反転要領 

写真－１８ 受梁反転状況 
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図－１４ 受梁反転要領 

写真－１８ 受梁反転状況 

図−14　FRP製防風柵吊り方要領

写真－16　ハンガーレール設備

写真－17　FRP製防風柵設置

図−15　受梁反転要領

写真−18　受梁反転状況


